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研究成果の概要（和文）：地域の嗜好・文化に対応してきた技術が「知性」と「感性」の関係で
構築されて来たことに注目し、人間の感性や地域性についての統計的解析や特徴抽出の可能性
を調査，専門的職人技術者の知識・思考・判断方法の特徴抽出とそのモデル化を設計した．具
体的には、陶磁器の技術革新と京都伏見日本酒クラスターにおける伝統産業技術，繊維染色と
その色彩感性、人工知能および情報科学に基づく知性と感性の数理モデル化を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：We focused that technological innovations corresponding to areal 

preferences and cultures are structured by “intelligence” and “feeling”. We searched 

possibilities of statistically-analysis and characteristics extraction about human feeling 

and regionality. And, we designed the model of characteristics extraction about knowledge 

and thinking of professional technologist. In particular, we modeled the ceramic 

technological innovations, traditional techniques in Japanese Sake Cluster, dyeing 

techniques, and “intelligence” and “feeling” in artificial intelligence and computer science. 
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１．研究開始当初の背景 

技術開発経験の体系化は技術の伝承の観点
から重要性である。しかし、開発経験技術は
開発体験によってのみ初めて蓄積されるも
のであること、および、伝承すべき経験技術

そのものを言語表現することが困難である
ことから、学問体系として整理して伝承する
ことに今まではあまり労力が払われなかっ
た。 

開発経験技術には個人的技術による場合
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と集団的技術がある。個人的技術には名人・
専門家の知見として、伝統的な家元性により
伝承されてきている。また、集団的技術とし
てはグループまたはプロジェクト性に開発
よる場合である。この場合、開発対象が巨大
化すればするほど全体的知見あるいは全行
程を取り扱う知見を系統立てて伝承するこ
とが困難となる。開発集団が存在している間
は、集団固有の技術開発文化として保持でき
るが、部分的異動や集団の解散により体験技
術は分散されて全体としての意味をなさ無
くなる傾向にあった。 

 

２．研究の目的 

技術開発経験の体系化は技術の伝承の観点
から重要性である。ここでは、開発された技
術は「知性」と「感性」の関係で構築されて
来たことに注目する。すなわち、文明を知性
が築き、文化を感性が築き、これらの相互作
用の元に技術の発展がなされてきた。これま
で開発体験技術の内「知性」の部分について
は伝承されてきていたと言えるが、「感性」
の科学的かつ体系的な解明は充分とは言え
ない。感性に関わる技術の発展には、時代と
共に変化する社会の文化、経済、心理、嗜好
などに依存していると思われるが、そこに内
在する本質的要因を抽出し解明することで、
地域の技術伝搬、普及さらには当該技術の革
新に貢献することを目的とすると共に、社会
の文化、経済、心理、嗜好などの観点から人
間の感性の関わる開発技術の特徴を解明す
ることを研究の目的とする。 
 

３．研究の方法 

本研究では，地域の嗜好・文化に対応してき
た技術が「知性」と「感性」の関係で構築さ
れて来たことに注目する．研究目標は，人間
の感性や地域性についての統計的解析や特
徴抽出の可能性を調査し，また，専門的職人
技術者の知識・思考・判断方法の特徴抽出と
そのモデル化を設計することである． 
 
産業界で開発されてきた色彩に関わる技術
を、時代と共に変化する人間の感性・社会文
化・経済の観点から研究して、普遍的技術と
進化的技術を解明する。釉薬カラー表現方法
とデータベース蓄積管理方法の検討を実施
する。そのためには、これまでのカラー表現
方法に、地域性、時代性、社会心理性などの
特徴表現子を検討する必要がある。このため
に、まず、試験用システムとして小規模なデ
ータベースを試作して、人間の感性や地域性、
時代性、社会心理性について統計的な解析や
特徴抽出の可能性を調査する。また、専門的
職人技術者の知識・思考・判断方法の特徴抽
出とそのモデル化を設計する。セラミックス
関連の釉薬と発色についての資料やデータ

はかなりの量が存在している。釉薬と発色の
関係は非線形（釉薬では似ていても、かけ離
れて発色する）的性質を持つものが数多くあ
り、本研究を遂行するためには、従来方法か
ら観点を変えてさらに整理する必要がある。
このことから、とくにデータ表現方法の検討
に労力をかけて実施する。さらに、エージェ
ントの生態モデルに嗜好の概念を導入して
地域性、時代性、社会心理性などの最適表現
方法を深く検討する。 

 
４．研究成果 
本研究グループでは，技術者の知識・思考・
判断方法のモデル化を行うための理論と要
素技術を確立するために，まず，不完全な知
識の下で適切に知識推論を行う推論手法を
提案し，これを異機種分散計算機ネットワー
クで効率的に実行するための推論及び負荷
分散アルゴリズム，ならびに，並列推論シス
テムを提案した．また、同システムを考古学
者が行う遺跡物の復元作業に応用し，復元作
業を行う専門技術者のノウハウのモデル化
をした．これに併行して，ある一定の地域内
において各固体が持つ嗜好が個体間の交互
作用へ影響を与える過程を数理モデル化し，
同モデルに起因した文化形成・伝達のメカニ
ズムを解明するために，遺伝子とミームを用
いた性選択のモデル化を提案した． 
技術革新のためには，経験により収集した

知識を蓄積し社会へ公開することにより技
術に関する知識を伝播・継承することが重要
であると考える．この視点から技術文化嗜好
を後天的獲得形質（ミーム）として獲得する
マルチエージェントモデルを提案し，遺伝子
とミームによる技術文化の進化・伝播をモデ
ル化した．また、地域の嗜好・文化に対応し
てきた技術が「知性」と「感性」の関係で構
築 されて来たことに注目した。  
 
（１）陶磁器の技術革新と（２）京都伏見日
本酒クラスターにおける伝統産業技術，（３）
繊維染色とその色彩感性、（４）人工知能お
よび情報科学に基づく知性と感性の数理モ
デル化に関しては以下の研究を行った． 
 
（１）陶磁器の技術革新-セラミックの釉薬
に関連する技術調査 
 
釉薬の色は感性や社会背景との関連が強い
と思われる。昭和 40 年代に名古屋工業技術
研究所（現，産業技術総合研究所中部センタ
-）により作成された 1098 件のセラミックカ
ラーデータを抽出し，色相と明度の昭和 40
年代における色相と明度の特徴を研究報告
と対応づけて整理する手法を確立した。この
研究成果を第 23 回韓日国際セラミックスセ
ミナーにおいて研究発表し，プロシーディン



 

 

グスを投稿した。また第 2回国際シンポジウ
ムにおいても研究発表を行なった。更に国立
工業試験所の産業技術の技術革新等に果た
した役割についても調査。解析を行い，論文
として発表した。 
 
機能と美の両方を併せ持つ、時代、風土及び
文化と密着して発展してきた日本の陶磁器
技術の技術革新を調査し①ワグネルによる
洋式技術の導入･指導、及び万博への出展と
動向調査、②石膏型成形法及び石炭窯の導
入･普及③均質ならびに低コスト磁器の製造
技術の開発を実現し、米国等へ洋食器を大量
に輸出し、外貨を稼ぐことにより、わが国の
経済発展の先導的役割を果たしたことを明
らかにした。この技術革新の過程で作成され
た釉薬テストピース情報から技術開発の歴
史と傾向を抽出することを目的に、釉薬デー
タベースのデータを用いた統計的解析、テス
トピースと同時に制作された試作品に関す
るデータの取得、研究報告などからの研究活
動の調査を行った。データベースを活用した
解析では、文化や嗜好と関連性が高いと思わ
れる外観色について解析を試みた。明度に関
して若干の傾向が見られた。 
 
（２）京都伏見日本酒クラスターにおける伝
統産業技術に関する研究 
 
京都伏見酒造業を中心とした諸産業の連関
構造から，本地域におけるクラス ター継続
のメカニズムを検証することを目的とし，こ
れまでに，関連業者および公的機関への聞き
取り調査を行い，蔵元，原料 生産者，流通
業者，瓶，ラベル，種麹屋等々，どのような
構図で産業が連関しているのか，また，関連
がどのように変化してきたのかについて明
らかにした。また，伏見日本酒クラスターに
関する調査を総合的な見地からまとめの作
業に入ることが出来，平成１７年，１８ 年
のフィールドワーク調査，量的調査に加え，
米国での展開の事例も含め，伝統的文化と地
域の関係，現在の状態への展開の必然性など， 
歴史的経緯，現代社会における構造的要因に
ついて総合的にまとめた．具体的には平成２
０年４月より研究協力者（同志社大学 COE 特 
別研究員 河口充勇）と分担し，平成１８年
度末に提出した報告書に詳細なデータを加
えたものを１１月末までに執筆，編集を行い，
１２ 月から出版原稿の校正作業に入り，年
度末までに出版した． 
 
（３）繊維染色とその色彩感性 
 
人間の感性や地域性、時代性、社会心理性に
ついて統計的な解析や特徴抽出の可能性に
ついてさらに深く調査するための基礎研究

として、染色繊維を撮影した画像からその特
徴を抽出するモデルとその特徴抽出方法の
実現を試みた。この問題は、色彩領域分割問
題に置き換えることができるため、ここでは
FCM アルゴリズムにラフ集合の概念を導入す
ることで解決を試み、一定の成果を挙げてい
る。 
 
（４）人工知能および情報科学に基づく知性
と感性の数理モデル化 
 
ある一定の地域内において各固体が持つ嗜
好が個体間の交互作用へ影響を与 える過程
を数理モデルし，同モデルに起因した文化形
成・伝達のメカニズムを解明するために，遺
伝子とミームを用いた性選択のモデル化 を
提案し，計算機上に実装し，シミュレーショ
ンを行った．                              
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